
鑑賞の際のお願い

美術館に入る前に確認ください

展示室では

・ 作品に触らない
作品から離れて手を近づけないようにしましょう。
額やガラスケースにも触らないようにしてださい。

・ ゆっくり歩く

・ 飲食禁止

美術館では走らないようにしてください。
作品や人にぶつかりけがをすることがあります。

作品を汚したり、他の人の迷惑になります。
飲み物、食べ物に集まる虫も作品の天敵です。
(咳止め等の為の喉アメや水分補給は可能です。係の者にお申し付けください。）

・ 傘の持込禁止
作品を汚したり、傷つける可能性があります。
美術館入口の外の傘立てにおいてください。

・ 会話は最小限に

・ メモは鉛筆で

会話はなるべく控えるようにしましょう。

ペンのインクやシャープペンの芯が作品に飛んでしまわぬよう、
メモ等は鉛筆でご記入ください。
（記入が必要な場所には鉛筆をご用意しております。）

・ 携帯電話はＯＦＦか
   マナーモードに

静かに鑑賞するためにご確認ください。通話もお控えください。

・ カメラでの
   撮影原則禁止

作った人の権利（著作権）や、持っている人の権利（所蔵権）を
守るため、カメラを使用しての撮影は基本的にできません。
感想や感動を伝えるための携帯・スマホでの撮影は一部の展覧会で
可能な時もあります。展覧会ごとにご確認ください。
（授業や研究、取材のためのカメラ撮影の場合はお問い合わせください。）

美術館にある浮世絵や作品は、大変貴重で、大学にとっても大切な宝ものです。
これからもたくさんの人が末永く鑑賞できるよう、守っていただきたい事があります。
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